
令和8年3月1日　北海道医報　第1290号

１．原稿の締切
　毎月５日までにいただいたものは原則として翌
月号に掲載となります。ただし、「会員のひろば」に
ついては、受付状況により掲載号を決定します。
　できるだけメール等の電子メディアでお寄せ
ください。

２．原稿の体裁と字数制限
⑴　原則として横書きといたします。
⑵　引用文以外は、すべて常用漢字、現代か

なづかいを使用してください。
⑶　誤字、脱字、明らかな間違い等は広報委

員会において訂正いたします。
⑷　１回の掲載紙面は、原則として「学術投

稿」は２頁、「会員のひろば」は１頁を
限度とします。

　　医報１頁は約2,200文字です。ただし、
タイトル、写真、図表等を含んでおりま
せんのでご考慮ください。

⑸　長文原稿および連載物は、広報委員会に
て採否決定の上で分割掲載、掲載号等を
決めさせていただきます。

３．原稿の訂正、返却
　次の場合は、広報委員会の決定に基づき、執
筆者に対し訂正を求めるか、または返却いたし
ます。
⑴　特定の個人・団体を誹謗、中傷する内容
⑵　匿名の投稿
⑶　本誌以外に既掲載のもの、あるいは投稿

中のもの（二重投稿）
　　ただし、特に必要と認められる場合はこ

の限りではない
⑷　その他掲載に支障がある内容

４．ホームページへの掲載
　特にお申し出のないかぎりホームページに掲
載されますので、予めご了承ください。

連絡先：北海道医師会事業第一課
TEL 011-231-7661　FAX 011-241-3090
E-mail：ihou＠m.doui.jp

北海道医報へのご投稿等について
◇広報委員会◇

　北海道医師会では、会員の皆さまから「学術投稿」「会員のひろば」等各種原稿を下記要領にて募集し
ております。ぜひともご投稿いただきたくお願い申し上げます。
　なお、写真作品のご投稿につきましては、ホームページに「フォトギャラリー」を設けておりますので、
ご応募ください。
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診療の合間に、少しだけ推しの話 
（本当に私的です）

旭川市医師会
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会員のひろばに何を書こうかと考え、今回は少し

肩の力を抜いて、最近の私の楽しみについて書いて

みようと思います。完全に私的な話なので、どうか

軽い気持ちで読んでください。

前田大翔さんをご存じでしょうか。彼はソロアイ

ドルとして活動しており、自らを「両想い系セルフ

プロデュースアイドル」と表現しています。ファン

との関係を一方通行にせず、大切に育てていこうと

する姿勢が特徴的です。

2025年11～12月には、1st EP『Grand-Brand-

New』のリリースイベントが全国各地で行われまし

た。TikTokでは、リリイベ用に「リリイベ王子くん」

と名乗り、特典会の様子が話題になっています。残

念ながら北海道での開催はなく、私は現地に足を運

ぶことはできませんでしたが、画面越しでも現場の

温度感は十分に伝わってきました。

前田さんは現在、事務所に所属せず、無所属で活

動しています。楽曲やパフォーマンスだけでなく、

動画の編集や発信まで自分で手がけており、その姿

はまさにセルフプロデュースです。華やかに見える

世界の裏側で、地道な作業を積み重ねている点に、

日々の医療現場とどこか重なるものを感じます。

彼を知ったきっかけは、Netflixで配信されてい

た「timelesz project（通称タイプロ）」でした。以

前は「Candy Boy」というアイドルグループで約

10年活動しており、解散後に改めて挑戦する姿勢に

心を打たれました。

ファンを「プリンセス」と呼ぶのも、設定上は本

人が“王子様”だから、という少し照れくさい世界

観ゆえです。そしてこれは完全に私の主観ですが、

歌がとても上手い。現在30才、落ち着きと余裕があ

り、正直かなりかっこいいです。

アイドルの話を書くのは少し勇気がいりました

が、仕事以外に心を動かしてくれるものがあること

は、忙しい日々を続けるための大切なバランスだと

思っています。もしどこかで「前田大翔」という名

前を目にすることがあれば、こんな息抜きをしてい

る医師もいるのだな、と少しだけ思い出していただ

けたら嬉しいです。


